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得
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ど
い
ふ
場
合
^
は
、
»
く
の
如
く
一
,定
時
期
ド
於
.け
る
一
定
量
の
富
ど
し
て
、
.或 

は
又一

定
期
間
を
流
れ
.る
給

#:

の
流
ヒ
し
て
.之
を
解
せ
ず
し
て
、
' 

.
其
給
付
の
流
の
價
値
を
略
し
て
听
得
ど
言
ひ
、J 

，定

時

に

存

在

す

る

富

の

偾

値

.わ

稱し
..

て
.資

本

ど

言つ：て
居
る
：
の
：で
あ
る
o
へ(

陴

五

：七

貢

)

然

：ら

ば

資

本

價

M

ど
は
可
で 

あ
る
が
、
そ
れ
は
言
ふ
ま
で
も
な
ぐ
所
得
の
湖
源
.
<し
て
.
'の
價
値
^
外
な
.らQ

:、

其
慎

値

は

如

何

-に

し

て

定

め

ら

る 

、

か
o
そ

れ

は#
來
k

»
で
當
該
資
本
財
.1

齎̂
ら
.3
る
可
'さ
所
得
の
流
の
高
低
如
何
^
侬
■つ
て
決
定
さ
れ
る
。
好 

、言
す
れ
ば「

資
本
^ ;
は
割
‘引
3
れ

た

各

：、

叉

は

資

本

化

3
れ

た

：る

將

來

所

得

」

.
k
過
f
 g?

(

十
-：
頁
}
而

し
.て
.所
得 

VJ

資

本
.

VJ

の
'間

に

立

つ

セ

此
«
引

又

：
.ば
資
本
化
の
橋
渡
じ
办
役
目
を
演
ず
“

吵
が
即
ち
利
子
步
合
で
あ
る
。
フ
ィ
ッ 

シ
ャ
ー

は
利
子
步
合
.を
'定

義

し

七

日
く

「
.I

年
後
^
.入
手
せ
ら
る
V
資

金

^

言

葉ザ
* ：
し
た
る
、

一
.
定

期日
.

の
資
金 

化
對
し
ヤ
支
»
ば
る
、
所
の
割
«
率」

で
あ
名
ヒ
。
0
十
三
頁
>
而

し

：て>

ィ
ッ
シ
ャ
ー
の
此
新
著
書
の
目
的
は
、
此
利 

子
步
合
が
如
何
-̂
じ

て

狹

定

：さ

る
>
_か
2:
明
^
す
ー0
^
.あ
る
の
で
あ
る
。

'

*

ニ.
.チ
六
■

卷

2 '

四
•

一)

.

t ^
y

l -
'

.
 Fi

s
h
e
r
.
;

 .
.

.
-

T
h

.
e

T
h

s
r

y

 

.
Q
f
.

 I
n

t
e

r
s

;

 

:

第
.

”

.

J :
;

^
l



锻
二
.十
六
卷
：(

1

四I I) 

-

 

•
£ 酿

一

四 
ニ

.

.

.

.

.
- 

' 

.■

: 

.

.

.

.

.

.
-
. 

.

.

.

資
本
を
以
^
資
本
價
値
を
解
傅
ャ
利
壬
步
合
を
以
て、
.
.
^

1

對
じ
て
支
挪
は
る
、
割
：增
率
岑
說
さ
、(

以
：て
利
子
5:
ば
あ
ら
ゆ
：る
.所
得
?:
總
て
包
括
す
る
：％
:

^

ど
は
、
 

.
從
來
：r

艢
化
流
#
^
n
:來
於
つ
：た
所
の
古
典
學
辨
の
之
は
關
す
态
理
論
せ
著
し
^

學
派
に
據
れ
^
广
ダ
；ム
.
>
ミ̂
，
ズ
^

在

ク

ぞ

意
味

^
解
：釋f

ら
れ
、
a
會

0
所
得
は
利」

子
：•她
代

•實
鈸
並
^
利
：潤
：̂
分

:酣
ら

れ

る

も

の
^
論
せ
ら
れ
た
。
而
し 

て
資
本
の
定
義
：柃
就
丈
：は
許
多0
缺
_
が
指
摘
せ
：ら
れ
、
：其
解
釋
の_
雛
：ば
廣
ぐ
_

^

^
 

フ
ィ
ッ 

シ
ャ
ー
は
利
子
.の
性
質
並̂

分
酡
論
^
於
げ
る
其
地
位
が
^
綺
學
«
に
.依
つ
て
_

«代
了
解
せ
ら
れ
て
居
ら
ぬ
ど
非 

.
雛
し
、
地
代
も
利
字
も
共^
.、同
1:
;
'所
得
を
测
定
す
る
一
:1

)

つ(

の
異

0
:
:た
方
法
^
過
.ぎ
ぬ
せ
蕾
つ
て
思
る
。

：；

フ
イ
シ

r
 

R
據
れ
ば
古
典
學
派
：の
課♦
は
唯
一
.の
根
本
的
：出
發
_
ヒ
し
へ
て
所
得
を
見
る
之̂
を
.し
な
か
づ
た
織
に
在
る
。
或
財 

貨

のi

單
位
當
A
の

額

€
し
て
の
所
得
?:
;
测
定
す
れ
ぱ
地
；代
の
槪
念
：が
得
ら
れ
、
此
同
じ
產
姐
額
を
資
本
價
値 

^

»ず
る
或
割
合
^
し
て
見
る
時
^
利
壬
の(

槪
念
が
導
さ
出
さ
れ
：る
'0(

三
三
ニ
頁)

社
會
の
最
終
の
享
樂
所
得
は
一 

切
の
價
値
の
引
出
3
る
、
根
本
的
事

.實
で

あ

之

.ビ
：看
做
為
れ
、
而
し
て
此
所
得
ば
總
て
資
本
財

(capital wealth) 

か
ら
流
れ
出
て
來
る
'の
で
：：あ
る
。
從
つ
て
資
本
財
の
中̂
は
所
謂
る
生
產
要
具
は
勿
論
土
地
並
に
勞
働
の
何
れ
％
包 

含

5
れ
る
の
で
あ
る
。
同
様

R
所
得
全
體
?:
意
味
す
る

.所
の
利
子
の
中
^
ば
地
代
の
み
な
ら
ず
賃
銀
'も
同
様
に
包
含 

さ

れ

る

爲

る

。:;
即
ぢ
勞
働
者
.の
所
得V

雖

も

，機

械

や

土

地
 

る
の
で
あ
る
。

(

三
三
ニ
頁

)

'.
ペ

.：：

，
',
, 

•

•
古
典
學
派
^
於
け
.る
如
&
技
術
的
な
資
本
概
念
か
ら
離
れ
て
、
或
る
價
値0
大

さ
?:
示

す

所

の

抽

象

的

な

價

値

槪

憙
^
し
て
資
本
を
！
る
も
の
林
獨
ぅ
フ
ィ
ッ
シ
ャ
I
の
み
で
は
な
い
。
其
他
の
亜
来
利
加
の
學
者
例
べ
ば
ク
ラ
I
ク 

(Clark, 

Distribution 

of w
e
a
l
t
h
)

ベ
ブ
レ
ン(

v
e
b
l
e
n
; 

T
h
e

 

T
h
e
o
r
y

 of Business 

E
n
t
e
r
p
r
i
s
e
)

等
^
侬
つ 

て
も
明
k

s
れ
た
所
で
あ
る
。
而
し
て
斯
樣
な
考
へ
方
が
ァ
ダ
ム
，
ス
ミ
ス
以
來
の
、現
實
ど
矛
盾
多
き
資
本
解
釋
R 

抗
し
て
、
新
-し
，
資
本
槪
念
.の
發
®
の
途
?:
拓
い
た
功
績
は
注
目
す
べ
き
で
あ
名
。(Julius 

N
e
&
a
u
e
n

 
D
i
e

 

E
n
t

丨

w
i
c
k
l
u
n
.
g

--cues 

Kapitalbe

crQ'riffs 

u
n
d

 

seine 

Beziehung 

zu 

v
e
r
m
a
g
s
,

 

Schmollers J
a
h
y
b
;

 

; Tahr，

ばP

JJ
參
照)

，學
：說
史
上
'か
ら
觀
れ
ば
、資
本

ざは
生
產
れ
た
る
.生
產
財
^
解
せ
.ら
る
ゝ
の
が
通
例
で
あ
る
。
此 

定
義
は
、'
同P

物
質
的
生
.產
要
素
た

 ̂
土
，地
が
.蒋
生
產
じ
得
ざ
る
も
の
な
る
^
對
し
て
、.
資
本
が
土
地
並
に
勞
働
汶 

ょ
6
て
生
產
S
る
'
>ー
一
次
的
：生

産

要

素

た

る乙ビを
：示
す
も
の
.で
あ
る
。
併
し
斯
く
の
如
さ
意
味
の
資
本
は
必
し
も 

今
日
の
實
際
の
用
法W

合
致
せg:。

例
へ
ば
或
企
業
當
#
者
の
有
す
る
資
金
が
或
は
土
地
^
或
は
建
物
其
他
の
生
產 

要
具
^
或
は
努
働
賃
銀
に
充
て
&
れ
や
ぅ
.

V

、
吾
人
は
敢
て
之
を
考
慮
す
る
Z 
€
な
く

、一
 

槪
に
當
該
資
金
を
ば
資 

本

解

す

'る
o
換

言

す

：：れ

ば

.：資

本

ズは
：.生
產
手
段
の
購
入
^
_投
ぜ
ら
.る
可
さ
貨
幣
額
^
解
甘
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
從 

0

て
出
產
當
事
者
の
立
揚
か
ら
見
れ
ぱ
天
與
の
土
地
s

A

iの
生
產
財W

を
特
に
區
別
す
る
心
要
は
殆
r
感
ぜ
ら
れ 

ぬ

の

，
で

あ
.る
、
要
ft
唯
，
各
種
生
產
手
段
の
貨
幣
價
値
を
比
較
し
て
其
中
ょ
办
叹
捨
採
擇
す

含€
で
あ
る
0 

加
ふ
る
代
、
生
產
財
の
意
義
を
ば
、
.：技
術
的
念
加
エ
變
造
連
搬
等
^
依
る
或
他
物
の
效
用
增
加
^
求
め
る
I

も 

亦
現
實
ど
矛
盾
す
る
0
例
へ
：ば
飲
食
店
の
料
«
人
が
調
规
要
具
を
用
ひ
て
料
理
を
誠
味
す
る
揚
合
^
其
調
理
喪
具
を 

生
產
則：

即
ち
資
本w

解
す
る
，こ
.ど
：は
何
人
も
首
肯
す
る
け
れ
v
%
:
、
家
庭
の
主
婦
が
同
じ
道
具
を
用
ひ
て
料
理
を
調 

味
し
て
：も
其
耍
具
を
生
：產
^
れ
：た
る
生
產
財
^
着
做
す
乙
.ど
^
は
躊
躇
す
る
で
あ
ら
ぅ
。
此
樣
次
場
合
の
相
違
は
何 

策 ii

十

六

卷(
I 

四
1
5ノ Irving Fisher;」

，The Theory of Interests 

續
一
^

.1 
四
三
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.

十

六

卷

(

.

一
四
四)

，

S

 

o

^

 

第一

號 

一
四
四

處

に

在

る

：か

ヒ

言

へ

：ば

”
前
者
^
在
，つ
て
ば
生
：產
財
が
營
利
：の
爲
め
、
.即
も
貨
幣
價
値
：の
增
^

用
さ
れ
て
居
る
の
^
對
じ
、
後
者
2
在
0
セ
.ば
何
等
營
利
上
の
目
的
が
拓
レ
て
居
&:
ぬ
乙
ヒ
に
在
る
の
で
あ
る
。
 

.

…

之
に
由
つ
七
觀
れ
ば
い
資
本
微
念
办
技
獬
的
解
獰
が
實
際
社
會
妃
於
て
用
饫
ら
名
ふ
槪
念
ピ
幾
多
の
矛
盾
衝
突
を
. 

來
た
す
可
会
次
第
は
^
を

，想

像

ず

る
^
雛

く

な

い;°
:.
‘

:
.

.

;:
斯
が
る
資
本
概
念
が
&

全
然
離
れ
て
ラ
資
本
紅
以
セ
資
本
價
値
ヒ
解
し
’
或
所
得
の
流
を
齋
ら
す
ハ
即
ち
貨
幣
愤 

:

値
の
獲
得
?:

意
味
す
本)

：
所
の
生
産
財
?:
'

總
て
資
本
財
の
中
^

編
入
せ
し
む
る
.
M
r:
^

'v
IE
:レ
く
如
土
の
闽
雛
ょ
6
 

免
れ
、'
以
て
明
.確
な
資
本
槪
念
を
規
定
ず
る
一
方
法
た
る
を
失
ば
ぬ
。‘
資
本
^
.
い
ふ
言
葉
程
經
濟
學
上
の
術
語
ど
し 

て
曖
味
な
る
-%
0

ば
無
い
^
は
幾
多
の
學
者
の
實
感
で
あ
る
;0(

厂
1^

:
0

^

;

，

^
€
^
^

r-
f
-
a
l

ご 

w
i
r
^
C
J
l
o
f
f
M
l
e
o
r
i
e
\
d
e
r
G
e
g
e
1}

^
a
r
f
l
^
l
^
^
s
.
\
^
l
,

■Kf
^

^
s

<T>\
F
D
i
c
t
i
o
n
a
r
y
o
f
p
o
l
i
i
;
i
c
a
l
E
c
o
n
o
m
y
-

 

v
o
l
.

1
'參

照

し>

ィ
>
^
.ァ
|
.は

、
：
ス
ズ
 

,を

始

：め(£
し

、

ヮ

グ

ナI
、
ジ
r
ド

、>
1

シ
ャ 

ル

等

の

說

を

擧

ザ

H
t

此

等

：の

諸

學
#

_
本
の
技
術
的
槪
念
を
如
何
^
實

際

(£
調
和
せ
、し
む
可
.念
が
k
苦
心
し
た 

.
之

ビ

を

述

べ

^

、

：：而

'1
;
:て
：
フ

：

.7
$

'こ
^
£
:認
め
て
居
る
-.
-
1
:度
.び
資
本
埘
ド
*

本

價

,«
$
が

對

立

せ

ら

れ

重

.心

が

前

者

ょ

ぅ

後

者

^
移
さ
れ
、
ば
、.
資 

、

本
財
の
'具
體
的
形
態
は
1
ー
切
之
を
無
視
す
る
こ
ど
が
出
來
る
。
此
：資
本
槪
念
幺
理
論
的
^

|
層

深

め

.
て

之

に

依

つ

て 

實

際

：の

企

業

社

會

化

於

：げ

る

資

本

の

說

明

^
調
和
を
與
べ
た
の
は
ベ
ブ
レ
ン
.で
あ
る
ビ
ノ
.ィ
> 
ク
ァ
t
は
®
つ
て
居 

る
。
が
要
す
る
‘に
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
が
資
本
を
資
本
價
値
槪
念VJ:.

解
しV

古
典
學
派
'の

舊

会

槪

念

：ょ
ら

‘脫

し

だ

：乙
ビ
は
一 

:つ
の
卓
見
^

«
ふ
べ
く
、
：刹
孕
論
の
出
發
點
に
於
け
る
氏
の
.此
基
礎
.槪
念
は
其
利
子
論
に
於
け
る
特
ほ
注
目
す
べ
刍

特
徵
の一

つ
を
爲
す
も
の
で
あ
ら
ぅ
。

:

そ

れ

か

ら

、

又

.フ
ィ

ッ

シ

ャ

ー

の

資

本

並

^
所

得

の

槪

念

就̂

て

論

ぜ

ら

る

、
他

の

一

つ

の

事

柄

は

氏

の

所

謂

「

、い 

理

的

所

得

」

に

就
て
C
あ

る

。

旣

化

述

べ

た

如

く

、

氏

に

據

れ

ば

ー

切

の

經

濟

的

活

動

は

享

樂

所

得

^
向

つ

て

行

は
 

れ

る

、

而

し

て

人

間

の

投

資

：

(investing) 

W

费

消

(spending
〕

；/J

は

唯

 

< 程
度

の

差

あ

る

の

み

で

あ

つ

て

、
そ

れ
 

は

支

出

ど

享

樂

ズ

の

間

に

經

過

す

る

時

間

如

何

妃

依

存

す

る

o
投

資

で

は

今

後

^
延

期

せ

ら

る

ゝ

享

樂

の

爲

R
貨

幣

 

を

支

拂

ふ

こ

S
で

あ

々

、
'費

消

ど

は

即

座

化

生

ず

る

享

樂

の

爲

貨̂

幣

を

费

す

こ

^
で

あ

る

(

九

頁

ン

0 

或

^
者

は

-&
資

ど

.
«消
ど

の

相

違

：
が

單

，

^
心

觀

的

所

得

の

延

期

の

み

^
存

す

る

.ビ
爲

す

說

R
反

對

し

て

日

く
 

(
G
o

 
琢

 i
e
d
K
a
b
e
r
l
e
r
;
^
v
i
n
g
F
i
s
h
e
r
v

 
二 T

h
e
o
r
y

 

of 

Interest 
こ 

The: 

Ec—
micr

<
o
r 

k

§

$
 :「

投
資
は
屢
ハ
快
樂
の
感
情
を
伴

a

那
座
に

.

心
：理
的
所
得
を

«

ら
す
こ

v
j

が
あ
る」

(

同 

書

五一

六
頁

)

^

言
a

、：

其
例
ど
む
し
財
寶
の
蓄
稹

.

を
.

喜
ぷ
守
錢
奴
0
例
5:

擧

；
げ

.
、

，
又

他

方

に

於

て

「

延

期

せ

ら

れ

た
 

る
享
樂
を
含
む
所
の
費
消
行
爲」

? :

想
像
し
得
る
•墓
日
つ
て
苦
い
藥
を
飮
む
病
人
の
例
を
擧
げ
て

®

る
。

s l
k

又
或 

著
者
は
食
糧
? :

買
つ

V
.

之
？:

消
費
す
る
乙

i£
は
人
體
ヘ
の
投
* .

ど
見

.

る
乙
ど
が
出
來
る
で
は

^

い
J .
€

フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
，
 

に
.
.質
問
し
て
- ®

る
。
此
等
の
議
論
は
疋
し
く
貨
幣
價
値
ど
直
接
關
係
の
無

S
.

心
理
的
所
得
を
寐
礎
ビ
す
る
フ
ィ
ッ
シ
ャ 

丨
の

^

得
論
の

^

す
を
突
け
る
も
の
で
あ
ら
ぅ
:0
ハ
ー
ベ
ル
ラ
，
は

i
n

 v
e

s
t

i
n

g
》」

s
p

e
n

d
i

n
g

R

關
す
る
7
ィ
ソ
シ
ャ 

丨
の

\

疋

義

グ

失

敗

で

あ

る

じ

s
p

e
n

d
i

n
g

の
代
P
K

.
c

o
s

u
m

p
t

i
o

n

な
る
槪
念
を
母
0
て
來
る
。
而

し

て

P-
丨
 

v
e

s
t

i
n

g

や

c
o

n
s

u
m

p
t

i
o

n

 

.の
概
念
化
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー

k

於
け
る
如
さ
快
樂
感
の
問
題
を
全
然
論
せ
ぬ
樣
に
說
明
せ
ん
ど 

試
み
る
。
筆
者
は
4
兹
に
此
■

等
の
間
題
を
論
ず
る
餘
裕
を
持
た2

。

唯

ノ
問
題
を
紹
介
し
提
供
す
る
に
止
め
る
こ
ビ 

第
二 

十

六

卷

(
1

四
五〕

L

g

 F
i

s
h

e
r

二< 

T
h

e

 

T
h

e
o

r
y

 

o
f

 

I
n
t
e
r
e
s
t
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第
：！1

十
六
.卷

(I 
四
六〕

o
 ̂

 ̂

第 V

號

一

四

ヤ 

、

N
:
. 

k
就
.て

讀

者

の

宥

恕

：を

乞

»
ね
ぼ
.攻
：&
2
:
。
^
^
^
^

:
資
本
、.，'所
得
餘
に
刹
子
步
奋
の
槪
念
を
明
瞭
^
し
'た
.る
後
に
來
る
も
の
は
本
»
の
主
題
た
：る
利
子
步
合
決
定
の
問

.
'題
で
:
I
?
,

:-
;
:
:
:
<

 ̂

...

■
利

：子

は

：
！
：：

.般
：の
櫝
格
理
：論
ヒ
等
し
く>
ニ
；_
 

主
觀
的
耍 

素
せ
は
限
界
的
欲
瀵
め
ー
，猶
即
ち
將
來
財̂
對
す
る
：現
在
.財
：の
限
界
的
選
擇
率-
-
—
此
：選
_

?:
價

値

時

差
«
1

 ̂

Preference)：
.

又
は
人
間
：の

顧

望(human, 

i
mjpatience)

ぞ
呼
ぶ
|

で
；あ

之

.
客
觀
的
要
素
は
即
ち
投
資
機
會 

G
i
s
t
i
m
e
n
t

 
0
で
？
茗
&

^)
で
あ
る
。
吳

'
フ
ィ
ッ
シ.

：

ャ
ー
は
投
資
機
.#
^
關
す
る
議
論
を
後
！̂

殘
し
：て
先
ず
a
望
ょ
：ぅ
說
&
始

め

，る

。

一

個

人

：の

翹

菌

の

程
 

.

: 

度
は
先
づ
第
.广
に
其
所
得
^
依
つ
て
異
攻
る
。
詳
言
す
れ
ば
、
第
ー̂
期
待
せ
&
る
：>
所
得
の
大
さ
、.
第〕

^

期
待 

:

せ
：ら
る
、
所
得
‘の
時
間
的
形
態
、.即
ち
所
.得
の
流
が
不
變
であ
る
..か
、
或
は
遞
減
又
は
遞
增
す
る
流
で
あ
石
か
、'
第 

三
^
其
稱
成
¥
素
即
も
そ
れ
.が
或
は
營
養
物
、
或
は
被
服
、
或
は
赐
樂
品
等>
ょ
1
6
成
る
か
、
第
四
に
其
確
實
性
、

即
ち
危
險
の
程
度
如
何
に
依
存
す
.る
。
.翹
望
は
觅
に
各
個
人
の
人
格
如
何
^
侬
つ
て
異
な
る
ノ
人
格
的
要
素
は
之
を 

分
け
て
、
：

I
、
：

先
見
の
大
小
、，1

1
、
.

意
思
の
强
弱
，
三
、
消
費
.の

習

慣

，の

程

度

、

四

、

人

生

の

長

短

、

.：
安

危

、

五、
. 

利

己

心

：

Q

强

弱

、

：.

六
，
虛

榮

心

の

：高

低

等

w

す
る
。(

以

上

第

四

章
)

ノ
 

：：

.

次
^
斯
く
各
人
そ
れ
^

異
な
れ
る
所
の
此
翹
望
の
程
度
即
ち
時
間
選
擇
率
が
如
何
^
む
て
市
場
^
於
て
單」

の 

利
子
步
合
を
形
成
す
る
^
至
る
か
が
問
題
艺
爲
る
。：
フ
：ィッ：シ
ャ
ー
は
之
を
三
階
段
^
分
け
て
說
明
す
る
'0
第

一

.
の

階 

段
^
於
て
氏
は
完
全
な
る
先
見
' 
即
ち
各
個
人
の
所
得
の
流
が
將
來
^
苴
0
て
完
.全
に
知
れ
て
居
る
1
ど
を
假
定
し
、

iE
k

a
像
k
依
る
以
外
V
所
得
を
緣
见
す
る
»
會

が

：全

然«-
い
こ
-ミ
を
假
定
す
る
。
即
ち
貧
該
社
會
R
,於
.
て

は

あ

ら 

ゆ
る
資
本
則
が
.

r

定
不
動
の
儘
の
有
様
で
.居
る
.の
で
あ
る
.0

各
人
は
そ
れ
^

^

の
翹
望
の
程
度
^

從
つ
て
、
市
場
利
率
の
，如
何
^

應
じ
て
貸
借
5:
,行
ひ
、
結
局
、
各
自
の
限 

界
的
魏
望
度
が
均
1
:ビ
な
令
市
：揚
利
子
步
合
ど
，一
致
す
る
點
に
於
て
、
平
衡
狀
態
が
生
ず
る
、
換
言
す
れ
ば
市
場
利 

子
步
合
は
貸
附
ビ
借
入
ど
が
各
：_

間
に
就
て
^

度
相
等
し
く
な
る
樣
：な
高
さ
は
定
^

る
乙
ヒ
^

爲
る
.
の
で
あ
る
0(

以 

上
第
五
章〕

•■
.

;

.:

第
，ニ
の
階
段
纪
在C

V、

ぼ
は〈

第
六
丨
八
章)

第

1

,
:の
：階
段
^

於
け
る
1
:
'
1
赉
目
の
假
定
が
放
棄
^

れ
、
各
個
人
の
所
得 

の
流
は
、.一

定
し
た
も
.の
セ
な
く
な
る
。
即
ち
或
る
資
本
財
の
所
有
.考

ば

，
、

：

唯

.
-
ニ

 

•方
面
の
み
に
其
用
途
を
制
限
3
.
 

る
、
こ
^

^
く
、a
:々
な
る
用
途
^
充h

る
こ

V
,

が
出
來
ハ
此
用
逯
從
つ
.て各人はそれ.

選擇自出

な
る
所
得 

の
^roptionaie 

i
n
c
o
m
e

'̂r
e
a
m
s
)

を
得
る
Z
V

が出來名z
y
u
^
爲
る
。
之
を
ス
ィ
ッ
シ
ャ
ー
の
例
^
從
つ
て
現
ょ 

~

せ
ば
"
，
或

土

地

；
は

淼

棘

::
>

.

:

耕
地
又
は
«
山

^
し

，
て

用

ひ

ら

る
kゝ

應
じ
て
そ
れ
.A

、

別
箇
の
所
得
の
流
? :

齋
ら
し
、
 

該
土
地
所
有
者
は
、
.選
擇
洎
®
衣
る
所
得
の
流
を
持
つ
こ
ど
^
爲
る
ァ
フ
 ̂

利
子
步
合
決
定
の
客 

觀
的
要
素
た
^
投
資
_

會
を
提
出
す
る
：の
.
.で
あ
.る
。；
其
處
^
各
人
は
ニ
«

j 

k
多
數
の
選
撵
自
由
•^
る
所
得
^
流
め
中
か
ら
一
:
'
:
つ
.を
^
擇

：
し
：
、
：
第

一

定

前

述

め

喈

段

^
於
け
る
.如
^

貸

借

^

依 

つ
ハ
て
：最

も

鐘̂

し

，
荔

間

的

形

態

を

有

す

る

所

得

.め

流
?:
選

擇
す

禹

兰

：

,
投
資
機
會
の
：間
題
は
利
.子
步
合
.の
.決
定
^
新
し
い
来
知
數
?:
加
へ
る
：i 

?

R
爲

る

。
，：
蓋

し

利

子

步

#

は

選

擇

せ

ら 

る
^

^
の
流
：：の
.範

圍

如

：何̂
從
づ
，て
影
響
さ
れ
る
か
,6
>
,で
あ
る
0
,此
投
資
機
俞
^
^
^

.
'

第
.

1

十
.

六
卷

.

C
I

 

四
七)

I

T

Vs -
g
 

F
r

h
e

r
;

<
f

 

T
h

e

 

T
h

e
o

r
y

.

 

o
£

 

I
n

t
e

r
e

s
t
s
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笫
ニ
.十

六

卷C
l

四
.八〕

f
 

H

2
 

:

浓

一

號

一.

四
八

，

ら
ゆ
^
利
子
論
紀
於
弋
承
認
^
れ
其
つ
又
最
も
激
し
き
論
爭
の
根
元
せ
鎢
つ
於
所
の
岑 

.
投

資

饑

畲

：の
：選

擇

を

支

*
す

名

原

期

は

何

で

あ

る

於

ど

：
い
：
ふ

.

.、̂
各
人
#

中
か
妃
朮
場
利
率
^
資
本
祀
す
名
孓
ミ
纪
依
^
て
最
火
の
親
在
價
値
を
有
す
る
ど
認
め
ら
れ
る
所
の
も
の
を
選
擇
す 

.-
:る
：

V
:
い
：：

ふ
名
-
で
：あ
：る
'
.；
0
費
用
^
對
す
芩 

各
人
は
爾 

J

餘

：の

所

得

の

流
V

比
較
し
：て
、
'市
場
利
子
步
合
^
等
し
.
5か
.又
は
之
ょ
A ::1

層
大
な
る
利
廻
6
を
產
む
所
の
所
得
の 

.

.流
を
‘選
耀
す
.る
の
で
，あ
る
^|

七
S

H)

斯
く
し
て
選
槔
さ
れ
.た
る
所
得
の
流
は
、
各
人
の
時
間
選
»
^
從
つ
て
贷 

借
を
通
じ
セ
時
間
的
^
平
均
す
る
櫟
^
'調
節
せ
ら
る
、
の
で
あ
る
。

投
資
機
會
に
關
す
る
フ

i
:シ
ャ
ー
の
議
論
は
、
氏
自
身
の
言
へ
る
如
く
、(

一
八 

一
M)

此
新
著
を
刊
行
す
る
^
常 

つ
て
、
最

も

筑
要
視
せ
る
も
の
、

一
つ
で
あ
る
。
舊
，,

利

.子
步
合
論J 

k
於

て

氏

は一

般^
「
Impatience theory

」

 

の
.創
始
者
で
：あ
つ
て
利
子
發
生
の
客
観
的
要
素
を
無
視

.す
：.る
も
の
で
あ
る
ど
誤
解

^
れ
た
の
で
あ
る
。
氏
は
新
著

k 

於

て

斯

る

誤

解

を1

掃
せ
ん
乙
：

H

を

願

^
、
'投
資
機
會
の
分
析
を
綿
密
に
行
ひ
ゾ
若
し
何
等
か
の
獨
創
性
が
認
め
ら 

る 

>
マ」

す
れ
ば
，、

そ
れ
は
客
觀
的
要
素
の
內

k
あ
る
で
あ
ら
ぅ
？
：

e

負
し
て
居
る
。(

一
八
ニ
頁)

.

フ
ィ
ッ
シ
.ャ
！

R
於
て
は
、
投
資
機
會
の
實
質
を
：爲
す
所
め
資
本
財
の
生
產
カ
は
、

一
つ
の
經
驗
的
事
實V

O

て
認 

:

め
ら
れ
て
居
る
。
現
在
の
享
樂
を
延
期
し
て
將
來
の

.所
得

5:
待
つ
之
マ
％

換
言
す
れ
ば
、
べ
ー
ム

*
バ
、
ヴ/

クの所謂 

る
迀
廻
的
生
產
方
法
が
何
故

^
產
出
额
の
增
大
を
齎
ら
す
か
は
フ
ィ
"
シ
ャ
ー

k
侬
つ
て
說
明

^
れ
て
居
ら
ぬ
、
フ
ィ
ッ 

シ
ャ
ー
.中

#
の
.直
接
の
言
葉
を
取
つ

.て
見
れ
ば
、「

吾
々
の
現
實
の
仳
界
に
於
て
は
、
若
し
現
在
の
所
得
が
將
來
の
所 

,得
の
爲

^
犠
牲
に
供

3
れ

る

^
す
れ
ば
、
之
に
依
つ
て
確
保
せ
ら
.る 

>
將
來
の
所
得
は
犧
牲

^
供

3
る

、
現
在
の
所

j
-
n
-
E
=
-
g
.
-
.
s
.
g
.
k
-
£
g
l
n
8 

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

 

.

.

.

--

-

-

-
-

-
-
I
.
'
:

_

_

_
!

i:
: 

.

.

.

得

ょ
I

1

層

多S
v
j

い

ふ

樣

な

狀

態

の

下

5

吾

人

の

選

擇
S

か
れ
て
在
る
の
で
あ
る
。
即
ち
菩
人
が
環
境
か 

ら
取
出
し
得
る
所
得
は
：
：
间
定
せ
る
一
定
量
で
は
な
い
。
：
；
否
次
自
然
の
砰
生
產
カ
は
頗
る
强
大
で
あ
る
。
穀
物 

や
1/
#
の
成
長
は
屢
現
在
，ょ
ぅ
ネ
將
來
k
對
し
て
遙
k
璺

富
な
る
供
給
を
爲
す
乙

ど

を

可
能
な
ら
し
め
-5
-

。

:

:

: 

换
言
す
ォ
ば
自
然
の
生
產
カ
は
，利
子
步
合
を
維
持
す
ベ
さ
强
い
力
を
有
し
て
ゐ
る
。
尚
然
は
人
間
^
向
つ
て
、
些
細 

次
現
在
の
費
用
で
多
く
の
將
來
の
富
を
#
る
數
多
の
機
會
?:
提
供
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
し(

一
九
ニ
胃—

一
九
三
頁) 

け
れ
ざ
も
斯
く
の
如
さ
埔
な
る
物
質
的
生
產
カ
が
直
接
^
利
子
步
合
の
高
低
を
決
定
す
る
も
の
<£
|は
な
ら
ぬ

0
斯 

翁
.な
說
は
旣
に
ベ
ー
ム
.
•バ
グ
ェ
ル
ク
R
依
つ
て
素
朴
生
產
カ
說w

し
て
其
不
當
を
完
全
^
證
明
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
 

吾
々
が
利
子
發
生
の
要
素V

J

し
て
趼
題
に
す
る
も

のは
、
：物
質
的
生
産
力
其
物
.で
は
無
く
て
其
價
値
收
益
で
あ
る
。
 

例
べ
ば
、
年
^

1:

エ
_丨
.ヵ
ー
當
.
6百
樽
の
林
檎
を
產
典
す
る
ど
.い
又
物
質
的
生
產
カ
其
物
は
、
當
該
土
地
が
其
價
値 

k
裴
し
て
勿

何
X̂

る
收
益
率
を
擧
げ
る
か
の
說
明yj

は
爲

らg

。
當
該
果
樹
_
の
價
値
收
益
を
知
る
爲
k
は
物
質
的 

所
得(

西
櫞)V」

資
本
.則
ハ
枭
樹
li
l
vと
を
共
通
の
價
値
標
準
^
通
分
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

若
し
も

純
收
益
の
價
値
が
五
千 

卯
で
あ
6
、
土
地
の
偾
値
が
十
萬
弗
で
あ
る
^
す
れ
ば
後
者
^
對
す
る
前
者
の
比
率
即
ち

.五
：
分

が

價

値

收

益

.
の

率

で
 

あ

る

。
，
此

價

値

收

益

の

率

は

.即
ち
利
子
步
合
で
あ
：る
。(

五
'四

頁)「

素

朴

生

產

カ

說

が

看

過

し

た

所
の

重
大
な
る
事
實 

は
果
樹
睛
の

.價
値
が
其
收
益
の
價
値
ょ

6
獨
立
せ
る
も
の
で
灶
無
い
ノ
ど

'.い
.ふ
.乙
ど
：で
あ
る
。
.
.
:
。
ー
 

:
「

資
本
が
所
得
を
生
む
<£
:
い
：ふ
說
明
は
物
質
的
意
味
^
於
て
の
み
疋
し
い
が
、，價
値
の
意
味
：.で
ば
正
し
く
な
い
、換 

言
す
れ
ば
資
本
價
値
は
所
得
價
値
?:
生
む
^
の
.で
は
無
，い
の

で
：あ
る
。
否
な
之
：

VJ

反
對
R
、
所
得
憤
度
が
資
本
®
!:
. 

?:
注
む
^
で
.あ
るJC.

五
'四
丨
五
五
頁)

。

前

例

を

取

つ

て

，
觀

れ

ば

、
果
樹
阓
が
十
翦
弗
の
價
値
が
あ
.る
故
^
年
收
益
が
‘

r
j
l
十

.六

卷

(
一

四

九

)
Mrvdng 

F
i
s
h
e
r
T
h
e

 

T
h
e
o
r
y

 

of Interest
、
， 

逍

一 

6 

I



笫 
ニ
：十
：六

卷

(

1
五
：〇)

 ̂

o
 ̂

w
o
^
l 

3 

，

s
 

一
 
五
>

.五
千

#
あ
>
0の
：で
は
無
：べ
て
、
年
純
收
益
が

3£
千
弗
の
價
値
を
有
す
る
が
故

$

十
^
弗
の
價
値
が
あ
る
'の

で

：
あ

名

，

°̂
之

を 

吾
々
は
_
に
述
，べ
た
如
く
‘
資
本VJ

所
得
ビ
の
贋
値
を
論
じ 

て
居
る
.の
：で
：.あ
り
.

.

で
あ 

.る
；。(

五
五
頁)
吾
々
は
利
子
步
合
を
^
 

實
質
的
.の
：資
本
財
ょ
ヶ
離
れ
て
、
.資
本
價
値
を
表
示
す
る 

所

の

斯

得

の

：
流

の

«
値
^
注
目
.の
焦
點
を
置
か
ね
：ば
な
ら
ぬ
の
：で
あ
る
。(

九
.，穴 

_

3
て
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
：は
.此

物

質

的

生

途

カ

：
の

要

素

：
の

.說
明
：：̂
就
^

授
資
機
會
«
る
言
葉
を
用
ひ
た
の 

で
あ
る
が
、
此
要
*

R
關

し

て

は

旣

逝

：
け

る

ベ

ー

，

t

v
ヴ

,.

る
.。
ベ
■丨
ム
，
v
ゥ
ナV

ク
は
其
大
著
.ご
W
昼 

1921 )

の
第
二
卷
k
於
て
自
身 

の
‘所
謂
る
時
差
：說
を
說
明
し
：て
居
る
。
其
，說
く
所
^
依
れ
ば
、
利
子
發
：.生
：の
原
因
は
三
つ
^
分
た
れ
、
第 

一
R
將
來 

^
姆
す
る
相
對
的
の
供
始
.過
剩
第
ニ
^
將
來
^
於
け
る
欲
望
や
財
貨
の
輕
.視
、
第
三
化

技
術
的
優
越——

所
謂
か
迂
廻
的
生
產
方
法

^
依
る
收
益
墙
大——

が
擧

V
ら

れ

る

、
，フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
が
ベ

I
ム
•
バ
グ
ェ 

ル
ク
の
根
本
的
認
識

S
看

做

す

所

の

：も-の
：は
此
第
三：
の
原
因
で
あ
る
。
第
一

-

VJ

第
一J

の
原
因
は
、

フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
自
身 

0
め
る
如
く
、
自
己
の
利
子
步
合

.の
說
明
，の
第】

の

階

段

-^
於
で
別
の
ー
ー
ー
日

«
に

依

つ

て

說

が

れ

て

®
る
。

フ
ィ
ッ
シ
ャ 

丨

は

鏡

に

舊

著「

利
子
#
合
論
，k
於

.て
此
：第

1
1ー
の
寒
素
{5
就

て

論

じ

、

.
ベI
ム

は

-
K

a

i

l
 

K
a
p
i
t
a
f

 

, 

の
第l

l
.
w
x
k
u
r
s
e
:
(
v
i
e
r
t
e
A
U
£
L

 

I
9
2
0
R

於
て
之
に
答
へ
、
而

し

て「

フ
ィ
ッ
シ
ャ
.丨
は
此
點
に
於
て
言
葉 

V
J弄
ん
で

®
る
樣

R
見
え
る
ケ
氏
は

.、
言
葉

？:
;ば
、
：
佘
の
職
論
^
於
て
用
ひ
ら
れ
意
味
せ
ら
れ
た
名
の
ど
異
な
っ
た 

湓
独
^
用
以
且
っ
又
異
っ
て
解
釋
し
：
而
し
て
論#
の
對
象
を
他
^
移
'し
大
權
が
ぁ
る
4

^
言
っ
て
瘀
る
。
然
る
ぉ

フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
は
此
新
著「

利
子
論」

^
於
て
、

「

べ
丨
ム

•
>ヴ
予
グ
ク
は
、
'佘
の
批
評

^
答
へ
る
爲
^
其
著
書
ど
補
遺 

(

ベ
ー

ム

ム

：
グ
ェ
：
ル

タ

の

前

揭

書

〕

の

第

三

^

^

於

て

幾

多

の

紙

數

を

費

せ
る

^
も

拘

ら

ず

、

佘

が

上

に

述

べ

た

る

虫

 

要
議
論

^
影
響
す
る
が
如
さ
％
:の
?:
其
解
答

.の
中
代
全
く
見
出
す

.乙
^
.が
出
來

.
2
:

」
(

四
八
三—

四
八
四
頁)

ざ
言
う 

て
居
る

o
今
玆
に
兩
者
の
議
論

k
就
て
說
明
を
施
す

§

は
、
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
の
新
刊
書
の
解
說
を
目
的
ど
す
る
本

 ̂

に
は
餘

6
適
し

.て
居
ら
ぬ
か
も
知
れ
ぬ
。
唯
ゾ
フ
ィ
ッ
•シ
.ャ
ー
の
說
の
意
義
を
了
解
す
る
爲
^

之
が
简
域
な
輪
廓
を
知 

る
ヒ
ど
は
あ
な
が
ち
無
用
で
は
あ
る
耸
い

:0

.

フ
ィ
ッ
.シ
ャ
|
の
言
ふ
所

^
依
れ
ば
、
-.
べ
ー
ム

*
バ
ダ

^

ク
は
所
謂
る
將
來
財
^
對
す
る
現
在
財
の
技
術
的
優
越
性 

を

ば

利

子

發

生

，
の

獨

立

の

，一

，
耍

素

ビ

し

て

說

.明
ず
る
こ

.
^
失̂
敗
し
て
居
る
ビS

ふ
の
で
あ
る

。V

丨
ム
ょ

5

こ

- 1 

ば

れ

た

る

；
迁
.廻
的
生
產
方
法

.の
生
產
カ
增
大
ょ

-̂
此
耍
素
を
導
さ
出
じ
て
居
る
け
れ
ざ
も
、
,彼
の
說
明

-̂
於
て
は
、
 

現
在
则
の
技
.術
的
優
越
ミ

ぃ
ふ

«

は

、

常

に

必

ず

他

の

一

一
.
.っ
の

原

因

即

ち

將

來

.財

の

供

給

過

剩

ミ

將

來

M
の
.輕
視
 

f
が
附
随
し
て
居
る

;0
べ
ー
ム
，
バ
ヴ
ネ
ル
ク
が
精
密
な
：表
を
作
っ
て
此
技
術
的
修
越
を
獨
立
の

$
素W

し
て
證
明
せ 

ん
ビ
し
た
試
み
ば
全
く
失
敗

.で
其
結
論
は
、.

反

?

此
技
術
的
優
越
が

.全
然
存
在
せ
ぬ

Z
5

爲
る

.、
此
表

k
依
っ 

て
..說
明
せ
ち
る 

>所
は
、ノ
將
來
財
^

«す
る
現
在
財
の
優
越

.が
、
：實
に
此
生
產
的
な
る
迀
廻
的
生
產
方
法
に
茈
く
ネ 

の

で

，
な

く

て

他

の
.ニ
つ
/の
要
素

^
甚
く
も
の
で
あ
る
之
？
で
あ
る

1
1日
つ
て
居
る
。(

四
七
八
頁)

ン

•

之

^
就
て
べ

!
ム
•
バ
グ

^

ク
は
答

.へ
て
日
ぐ
、「

或
一
定
の
事
情(

吾
人
の
場
人
ロ
^
は
ょ

6
長
さ
生
產
方
法
の
收 

益
增
大
性)

：
が

.
1

定
の
結
果
に

.對
す
る
獨
立
の
原
因
で
あ

6
得
る
か

/何
ぅ
か
否
：か
は

_

_同
じ

結

果?:
»

ら

す

他

の 

充
分
な
る
原
因
が
作
用
す

.る
場
合

^
於

.て

.は
、：
其
結
臬

.が
當
該
事
情
な
く
し
て
も
亦
生
じ
得
る
ヾ」

い
ふ
こ
ど
^
依
っ

第

二

 
十

六
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第
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十
六
卷 

CI 五
！，一)

Irvmg Fishe 
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T
h
e

:'Hheory of Interest- 

第一

號 

一

五
ニ

て
I之
を
證
明
じ
又
は
.反
駿
す
-6
こ
^
.は
'出
來
2
。(

-
—
雨
が
鋪
道
5:
潘
ら
ず
ヾ」

い
ふ
主
張
を
ば
：
•
 
_
雨

な

く

し

て

も 

尙
鋪
道
を
濡
ら
し
#
る
ヒS

ふ
證
明
-̂

依
つ
て
反
駿
す
る
こV

J

は
^

し
く
不
可
能
で
あ
る
。ど

:
£(

E
x
k
u
r
s
e
; 

S. 

2
7
3
)

而
し
て
フ
ィ
ァ
シ
ャ
ー
の
攻
擊
の
的
(1
爲
れ
る
表
の
中
代
解
ー
第
ー
.ー
の
.兩
耍
素
を
包
含
し
た
と
ど
に
就
セ
は
、
此 

兩
素
が
日
常
生
活
に
常
^
働S

て
居
る
か
ら
し
て
、障

< 
例
を
一
層
實
際
^

_
ら
し
む
る
爲
め
、即
ち
全
バ
說
明
の 

便
宜
上
の
爲
^
之
を
考
慮
^
入
れ
た
の
で
あ
つ
..て
、
證
明
カ
を
增
大
す
る
爲
4 €
選
ん
だ
の
で
は
な
い
^
辨
解
し
て
居 

る
。
.今
此
等
の
論
箏
の
具
體
的
內
容
^
立
入
つ
て
兩
者
.の
主
張
の
跡
を
尋
ね
る
く
ど
は
筆
者
の
爲
す
.べ
さ
ミ
ど
で
は 

な
い
。
吾
々
は
唯
:<
兩
漭
の
筚
が
說
明
の
方
法
^
其
端
を
發
す
る
こ
ヒ
を
推
定
し
得
れ
ば
足
6
.る
で
あ
ら
ぅ
。
ベ
ー 

ム
•
バ
グ
ェ
ル
ク
も
、
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
$
同

じ

糠̂

迂

廻

的

生

產

方

法

が

槪

し

て

一

層

生

產

的

で

あ

る

^

い

ふ

生

齑

カ

說 

;
茶̂
礎
を
置
き
、
之
を
：經
驗
的
..の
事
實
'(
£
し
て
種
々
の
實
例
^
據
6
カ
5:
^
め
て
說
明
じ
て
居
る
の
で
あ
る
。

:

.
而
し
て
他
方
、
..ベ
ー
ム•

パ
：ヴ
ェ
ル.V

の
說
を
以
て
自
己
の
挪
•論
の
茈
礎
を
形
成
す
る
も
の
ビ
し
て
之
を
尊
敬
せ
る 

フ
i

シ
ャ
ー
，H
身
も
亦
、
ベ
ー
ム•

バ
グ
ェ
ル
ク
^
の
如
上
の
論
爭
の
最
後
^
次
の
様
^
語
つ
て
居
る
、「

ベ

ー

ム

. 

ゲ
ェ
ル
ク
が
無
益
^
も
探
求
せ
る「

ft
術
的」

性
質
を
疋
確
^
公
式
化
せ
ん
^
し
て
失
敗
せ
る
其
失
敗
^
關
す
る
最 

も
興
哝
あ
る
a
は
恐
ら
く
そ
れ
が
氏
の
想
像
せ
る
ょ
6
も
實
際
^
於
て
遙
k
简
m
な
も
の
で
あ
るv

 "
S

ふ
こV」

で
あ 

ら
.ぅ
し(

四
八
四
頁)

VJ。

而
し
て
べ
ー
ム
。
'バ
グ
ェ
ル
ク
が
其
表
の
第
ー
棚
^
擧
げ
た
所
の
、
迂
廻
的
生
産
方
法
ょ
6 

:

生
ず
る
往
產
物
の
数
景
ー
を
表
は
せ
る
數
字
の
み
を
以
て
、'
此
.

「

技
術
的」

性
質
が
充
分
^
說
明
し
得
ら
れ
る
ど
說
-い 

て
居
る
。
蓋
し
べ
ー
f
 V

ゥ
ユ
ル
ク
は
其
表
の
中
^
此
撊
の
外
に
他
の
ニ
要
素
ょ
ぅ
生
ず
る
所
の
、
將
來
財
R
對
す 

る
限
界
.は
評
價
價
値
の
遞
減
を
表
は
す
數
字
を
同
時
に
擧
げ
て
.居
る
の
で
あ
る
。

'
'

ン
之
を
要
す
る

k
、
フ
イ
ッ
シ
.ャ
ー
の
庶
幾
ふ
て
居
る
如
く
、
■其
說
R
+何
等
か
の
•.獨
創
性
が
認
め
ら
れ
るV」

す
れ
ば
> 

を
れ
は
、
其
說
が
投
資
機
會
を
糈
確
に
分
析
し
、：

翹
望
ど
機
會
？
所
得
ど
?:
,調
和
せ
し
'め
、
而
し
て
利
子
決
定
の
客 

觀
的
耍
素
の
表
現
方
法
k
新
し
さ
道
を
提
供
し
た
點
R
在
る
で
あ
ら
ぅ
。
.

3
て
、
以
上
の
第
•
の
階
段
ど
第
二
の
階
段
W

R
於
て
フ
イ
ッ
シ
：ャ
ー
は
、，
各
人
各
様
の
主
a
的
時
間
選
擇
率
ぐJ

、 

あ
ら
ゆ
る
稀
類
の
大n

を
示
す
所
の
選
權
自
由
な
る

所
得
の
流
ビ
ょ
6
し
て
如
何
^
均
|
な
る
市
場
利
子
步
合
が
形 

成
せ
ら
る
、
か
^
就
て
其
根
本
原
則
を
說
明
し
た
'.
0

で
.あ
：る
が
、
此
1
1つ
の
階
段
の
何
れ
^
於
て
ネ
、
將
來
の
所
得 

の
確
實
性
が
.想
定
.さ
れ
て
ゐ
.：
る

。
，
所

が

第

三

の

階

段

に

，
於

て

は

.

(

第
九
章〕

此
危
瞼
の
要
素
が
鐵
入
^
れ
、
其
利
子
論 

は
實
際
生
活
に
一
.層
接
近
す
る
樣
に
述
べ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
危
險
を
考
處
す
る
結
果
は
、
從
前
の
均I

な
る
市
場 

刺

子

步

合

：
の
«1
念
が
放
棄
せ
ら
れ
、
危
險
其
他
の
所
謂
る
經
濟
的
摩
檫
^
應
ず
る
各
種
各
櫞
の
利
子
步
合
が
出
現
す 

る
k
至
る
の
.で
あ
る
。
此
第
ー
1
1の
階
段
は
、：
單
^
:利
子
論
本
來
の
問
題
^
伴
ふ
附
屬
的
問
題
ビ
し
て
前
ニ
段
，程
、
重 

.要
視
せ
ら
れ
て
居
ら
ぬ
：。
'.
'
'理
論
的
分
析
の
見
地
ょ
^V

す
れ
ば
、
現
實
代
何
が
生
ず
る
か
ょ
办
、一

定
の
假
定
の
下

 ̂

何
が
生
ず
べ
さ
か
め
.形
式
的
：說
明
の
方
が
：

1

層
.有
意
義
な
の
で
あ
る
ミ
フ
，イ
ッ
シ
ャ
ー
；は
ふ
て
居
る
。

. 

、
以
上
.の

三

：階

段

に

依

づ

て

、

：

フ
イ
ッ
シV

丨
は
利
子
論
の
測
論
的
懿
明
を
完
了
し
ノ
次
^
數
學
的
表
現
^
侬
'
 
最 

初
^
幾
何
學
を
通
じ(

十
章—

十

H

S
次

に

：
代

數

學

を

通

じ

(

十

：
ニ

章

一

十

四

®

同
じ
现
論
を
說
明
し
て
居
る
。

旣
R
知
れ
る
如

く

、

フ
イ
ッ

シ

ャ

ー

は

經
濟
學
上

の

；
即

題

：の

說

明

k
數
學
的
方
法
を
用
ひ
る
者
ど
し
て
ヮ
ル
ラ 

(
W
a
l
r
a
s

)
、

\

レ
b

^

I

O

Xエ
ッ
デ
ヮ
ォ
I
ス(

E
d
g
e
w
o
r
t
h
)

等
ど
並
び
稱
3

れ
る
人
で
あ
る
。
彼
は
經
濟
學
k 

於
て
生
ず
'5
混
亂
の
大
部
分
が
、1
公
式
化
.の
缺
乏
^
其
原
因
を
有
す
る
も
の
$
考
へ
、而
し
_て
此
混
亂
は
、數
學
的
方

.第
二

十

六

卷

.

(.
一

五

.三〕
Irving 

F
i
s
h
e
r
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H
h
e 
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e
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第
二 十
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ハ

卷
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四)

R 

S

I
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號

一
五

y

.^
R

#
ヶ

.獨
立
カ
程
^
の
：數

ズレ
未
知
數
の
數
<£
が

—
致

す

る

を

證

明

す

る

^

V

R依
つ
て
解
決
^
れ
る
ヾ
し
言 

H
.

て
ゐ
る
。
吾
々
は
此
主
張
が
此
書
の
第
十
ー
章
並
^
第
十
三
章
^
於
て
进
し
く
裏
書
^
れ
た
る
を
見
出
す
の
で
ぁ

:

伊
太
利
へ
ボ
n
ン」1

ヤ
：

(
B
o
l
o
g
n
a
〕〕

の
大
攀
敎
授
べ：

ッ
ケ
オ(vecchico :

博
士
：は
フ
ィ
ッ
シ
ャ
！
の
著
の
此
部
分
を 

以
て
最
も
價
値
あ
る
賛
主
で
あ
る
^
_

へ
評
し
'て
-®I

S
I
,

 

Jan, 

Heft. 

I

 
ノ 

:::
'
惟
ふ
5

フ
ィ
ジ
：
シ
r
.敎
授
の
.著
書
..は
、
其
外
觀
即
ち
其
論
理
的
構
造
^
^

.

る
.

，
で

あ

ら
.

ぅ
。
f t

の
想
像
せ
へ
る
.假
定

t

 

'一
：
度

び

承

認

せ

ん
か
、
氏
の
結
論
も
亦
同
じ
く
之
を
承
認
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
 

其

靈

の
.

班
確

^

る

：
こ
：
、
ど

^

於

：て
ー
：、
：
：
將

た

文

其

叙

述

の

巧

:#

な

る

乙

ぢ
^

於

て.

、
十

！

べ

ぞ
 

^

の
.

鋳

翌
^£
彼

め

ら

れ

た

る

が

如

し

，

S

言
.

つ

た

の

は*

し

適

評

で

あ

る。

/̂Quarterly Journal of Economics
》
vol.

N

«

A從
つ
て
若
し
フ
ィ
：ッ
'シ
'ャ
丨
の
學
說
を
攻
擊
す
る
意
味
の
下
^
之
^
批
評
が
加
べ
ら
れ
る
ど
す 

れ

ば

、
.
其

問

題

.は
、
寒
ら
氏
の
杣
象
的
假
定
气
：
經
驗
：盼
事
實
ミ
の
1
敎

の

：.
程

度
^
存
す
る
^
相
違
な
い
。
氏
の
新 

著
の
第
十
五
章
以
下
第
二
十
一
章
望
る
、
' 所
の
第
四
部
は「

追
加
的
論
凝」

な
.る
題
目
の
下
R
、
主
ど
し
て
此
種
の 

-

問
題
を
論
じ
た
も
の
ビ
解
す
る
i
:
?が
出
來
る
o

最
初
，の
#
十
31
章
^
は
、
經
濟
學
k
於
.け
.：る

利

子

，
の

槪

念

.の
地
位
が
說
か
.れ
て
居
る
が
ノ
之
^
就
て
は
旣
^
曩
に 

.フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
の
利
子
論
.の
*
.礎
^
し
て
の
資
本
並
^
所
得
の
槪
念
を
說
明
す
る
^
當
っ
て
大
體
述
べ
て

置

い

た

。

第

 

十
六
章
に
は
、利
子
步
合
^
及
ぼ
す
：發
明
發
見
の
影
響
が
雄
べ
.ら
れ
、
第
十
七
寧
に
は
.現
實
の
經
濟
生
活
^
於
て
絕
え 

ず
生
起
ず
各
所
の
消
費
貸
借
並
^
生
產
資
本
の
貸
借
紀
就
て
、
或
ば
又
長
期
並
化
短
期
の
信
用
等
^
就

て

，

自

己

.の

ノ
利
子
學
說
が
如
何
^
適
切
な
る
說
明
ど
爲
り
得
る
か
を
明
^
せ
ん
せ
し
て
居
る
ッ
更
^
次
章
^
於
て
、
フ
丨
ッ

ンャ
ー 

‘
.
.は
ニ
三
の
實
際
上
又
は
假
定
上
の
例
を
収
ら
來
ラ
て
同
.樣
な
說
明
を
加
'へ'、
其
學
說
の
某
礎
を
固
く
す
る
乙
v」

k
努 

外
て
居
る
。
.貨
幣
並
^
物
價
^
對
す
る
利
子
の
關
係
を
說
明
す
る
第
十
九
章
ば
フ
ィ
ッ
シ
V
丨
が
最
も
丧
心
を
注
い
だ 

部
分
の
l

o

kJi
す
る
.も
の
で
あ
る
。
氏
は
此
處
で
其
得
意vj

す
る
數
學
的
方
法
を
利
用
し
、
物
價
の
變
動
を
利
子 

.
步
合
.の
高
低
ど
の
.關
係
を
ば「

新
し
い
嚴
格
な
統
計
的
分
，析
方
.法」

(

1
^
^
6
9
><
.

〕

に
依
つ
て
硏
究
し
て
.居
る
。「

斯 

る
嚴
格
な
統
計
的
硏
究
に
依
つ
て
確
め
得
re
：
結
粜
は
何
で
あ
る
かVJS

.

ふ
^
、
刺
子
歩
合
は
物
價
の
變
動
ど
同
じ
.方 

向
^
變
動
し
、
其
相
關
係
數
は
其
變
動
の
影
響
が
數
箇
年
間
の
遲
延
.を
.想
定
せ
ら
る
、
時
^
最
も
高
い
價
値
を
得
る 

.̂
い
ふ
こ
^
で
あ
る
。

：

.

.
此
結
論
^
對
す
る：

、v

!
ベ
ル
ラ
ー
の
批
評
.5
:

_
く
ド
、
氏
は
、
:
#
儐
ヒ
利
子
步
合
の
比
例
的
關
係
に
關
す
る
フ
ィ
ッ 

;シ)

I
の
根
本
的
命
題
が
、
.旣
^
ク
ィ
ク
セ
ル(

w
i
c
k
s
e
l
l
;
"
Geldzins 

u
n
d

. 

G
g
e
r
p
r
e
i
s
e

J

や
ミ
I 

•
セ
'ス
p
. 

(
§

s
e
s
;

ドTheorie 

des 

Geldes 

u
n
d

 

der 

u
m
.
I
n
t
e
l
.

o

^
依
て
明
瞭
^
き
れ
た
も
の
で
あ
つ
て
、
フ
ィ
ッ 

シ
.ャ
ー
.は
此
命
題
.を
繰
返
す
以
上
^
'

1:

步
を
.も
出
.て
房
ら
ぬ
^
言cv

て
居
る
.
0
而
し
て
氏
は
、
フ
ィ
ッ
シ
ャ
I
の
理
論 

，が
極
端
^
る
柚
象
ょ
i
生
れ
た
假
設
的
.議

論

：
で

あ

る

爲

^
物
價
^
市
場
利
率
^
の
關
係
の
如
き
細
か
い
經
驗
的
事
實 

の
，說
明
^
役
立
-^
2
の
だ
1
ー日0
て
居
る
？(

^

^

3ぎ 

.フィッシャ

!
が
»

«
に
.純

粹

の

理

論

の

み

.
R
其

說
.明
^
限

，
定

す

る.
.
o
.
は

、:反

面
^
於

て

所

謂

る

制

.度

主

義
 

(Institutionalism)

を
泰
ず
6:
諸
學
考
め
攻
擊
す
る
所
<
な
つ
た
。
、、、
ネ
ソ
タ
の
大
學
敎
授
T

ゲ
ッ
ト
氏
は
此
® 

R
就
て
論
じ

、广
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ニ
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一

五
六〕

 ̂

0
^
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f

i 

i 

第一

號

ー

モ

、

' 

2
〖

8

0

フ̂
ィ
？
シ
ャ
ー
の
舊
著
利
子
步
合
論
^
此
較
し
て
此
度
の
新
著
が
、，
銀
行
制
度
や
貨
幣
制
度
の
影
響
5:
ば
獨 

立
の
要
素
ど
し
て
之
を
認
め
た
.る
：次
：第
?:
.
:說
い
：丈
ゐ
る
？
例
へ
ば「

利
子
步
合
論」

(

ー
1
ー
ー
頁

)

.
^
於

て

は

貨

幣

並
 

^
信
用
の
制
度
が
何
等
獨
立
の
耍
素
を
示
す
.も
の
.に
非
ず
ど
論
じ
て
ゐ
る
が
、
之
^
反
し
て「

利
子
論」

に

於

て

は 

(

四
四
八
頁)

鈒
行
は
唯
：
.'
«
單
^
根
本
的
經
濟
的
諸
勢
カ
の
記
錄
者
た
る
^
止
ま
ら
ず
し
て
、
：

：

•
つ
の
最
も
有 

カ
な
る
獨
立
の
勢
カ
ど
爲
る
ビ
述
べ
て
ゐ
る
の
で
あ
.る
か
ら
、
實
際
^
重
き
を
置
く
經
濟
學
者
の
フ
ィ
ッ
シ
ャ
？
k
對 

す
る
攻
擊
戍
之
^
依
0
て
著
し
く
緩
和
3
る
べ
含
で
あ
る
ヒ
述
べ
て
居
る
。
而
か
も
斯
る
訂
正
が
あ
る
^
も
拘
ら
ず
、

フ
ィ
ッ
シ.

ャ
ー
が
特
k
潜
在
的
利
子
を
論
じ
た
办(

「

利
子
論J

1
1

七
、
一
1
0九
、
三
八
ニ
頁)

、
貨
幣
價
値
ど
全
く 

關
係
な
さ
心
理
的
所
得
を
试
所
得
^
.關
釋
せ
し
め
た
6
.す
る
乙
ど
を
.指
摘
し
て(「

利
子
論」

五
頁)

命

r

貨
掙
的
現 

象」

s1

般
經
濟
的
現
象
.の
對
立
の
痕
跡
の
殘
つ
て
居
る
こ
ど
を
論
じ
て
居
る
。

次
の
第1

一
十
孽
で
は
、
自
說
ど
他
の
經
濟
學
溃Davenport, 

Fetter, 

Seager, 

B

o:h
m
-
B
a
w
e
r
k

等

^

の

間

に

交 

^
れ
た
る
論
#
を
取
扱
0
て
居
る
。
最
後
^
第
ニ
十
|
章
は
：全
卷
の
简
取
な
耍
約
を
載
せ
て
ゐ
る
。

以
上
^

依
つ
て
、
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
の
新
著「

1
1
^
0
1
7
 

0
「

1
1
1
^
ョ
5
1:

」

の
紹
介
^
其
批
評
ど
を
先
づ
述
べ
終
え
た
。
之 

を
要
す
る
に
、
人g

.

の
雜
望
せV

投
資
機
會
ど
の 
一

|

つ
の
前
提
の
下
^
立
つ
，フ
ィ
ゾ
ゾ
ャ
ー
の
利
子
論
は
顯
著
な
る
獨 

创
性
を
認
め
ら
れ
ぬ
け
れ
ざ
も
、
其
論
现
的
結
構
^
於
’て
は
殆
ざ
缺
®
を
見
出
す
Z
ど
も
出
來
ぬ
，程
の
完
成
^
を
示 

し

il
l
•論
の
數
學
'的
說
明
は
.論
H
の
完
全
.?:
;考
は
ず
美
事
な
，證
據vj
爲
つ
て
居
る
。
而
し
て
其
前
提
^
關
し
て
も
、

^

翁
カ
の
要
素

^

»

す
る

.

へ
ー
ム
ど
の
論
€ -

は
：根
本
的
な
觀
念
の
相
違

^

在

る

，
の
，で

な

く

寧

ろ

取

な

る

說

明

方

法

.の

■

 

相
違
R
在
る
こv

が
推
定
3
れ
得
る
。
若
し
强
ひ
て
難
ず
べ
き
®
を
擧
げ
ん
：ど
す
る
な
ら
次
、
ぞ
れ
沐
所
爾
る「

如 

_

漬
^

^

^

^

^

™

™

^

^

™

^

^

^

^

^

^

^

^

^

^

^

™

^

™

度」

の
影
響
を
輕
視
す
る
傾
向
を
示
す
所
の
極
端
な
る
抽
象
的
假
設
的
論
法
の
爲
^
之
を
經
驗
的
事
實
^
適
用
す
る
.

一

 

す：'̂
際
し
て
人
5:
し
て
些
ヵ
内
容
空
虛
の
感
を
，懷
か
し
む
る
乙
>

」

^
在
る
で
あ
ら
ぅ
0

併
し
、
斯
様
な
非
雛
に
對
し
て
フ
ィ
ッ
シ
.ャ
ー
は
或
は
答
へ
る
か
名
知
れ
ぬ
、
斯
様
な
假
設
的
條
件
の
下
^
於
て
何 

が
起
る
可
き
が
を
知
る
の
は
ー
眞
空
の
假
定
の
下
^
於
け
る
投
擲
物
が
如
何
な
る
道
を
描
く
か
を
知
る
の
^
同
樣
で 

あ

る

氏

"
-身̂
の
言
葉
を
1;
れ
ば「

科
擊
は
歷
史
的
事
實
の
公
式
化
^
存
す
^
の
で
な
く
、
‘條
件
的
眞
现
の
公
式
化 

-•
R
存
す
る

の

.で
あ

る

」
(

ニ
ニ
七
頁)

^
。
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